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         「神様の愛に包まれて」 

4 月主題聖句 

「あなたがたは神に愛されている子供です。」 エフェソの信徒への手紙 5 章 1 節 

                          片瀬教会牧師 西田直樹 

 

乳幼児への虐待のニュースは私どもの心を暗くさせます。先日も母親が子どものオムツを買

いに行って帰ってきたら、その子が自分のベットにおねしょしていて頭にきて頭をたたき、

蹴りを入れたと言うのです。 

 一生懸命に子育てをして熱が入れば入るほど、つい感情的になって大きな声を出したり、

手を振り上げてしまう自分がいるのでしょう。それを対岸から見ていて意見を言い、批判す

ることはいとも簡単です。 

 母親の孤立した保育環境で誰も相談し話す相手もなく、朝から夜まで子どもと顔を突き合

わせていて無性に子どもが可愛いと思える時と、真逆に子どもが憎く、疎ましく、かったる

く思う時があり、そんなアンバランスな自分を許せず泣き崩れる事もあるのではないでしょ

うか。夜眠る我が子の寝姿を見て｢ダメなママを許して、、、」と。 

 「あなたがたは神に愛されている子供ですから、神に倣う者となりなさい。」エフェソの

信徒への手紙５章１節 

 ４月の主題は「神さまの愛に包まれて」です。この主題に関連する聖書の箇所がエフェソ

の信徒への手紙５章１節です。子どもは親の無償の愛に包まれて成長します。愛情を受けら

れず、逆に虐待を受け、こころが傷つくと、それが親への反抗や立て籠もりなどでしっぺ返

しをするだけでなく、自分が親になったとき子どもを虐待してしまうのです。 

 ４月、コロナウィルスの恐怖の中 2020 年度の保育が始まりました。入園･進級おめでとう

ございます。片瀬のぞみ幼稚園では神さまの愛によって一人一人のお子さんを包み込み、受

け容れ、受け止めてまいります。おかあさんも入園･進級で一段落を付けて、一呼吸を入れ、

愛されていた自分の子どもの頃を思い起してみましょう。 

 



 

 

 

 


